
令和8年度 第 38 回全国高等学校選抜ローイング大会中国地区予選会 実施要項 
 
 
主  催    中国ローイング連盟 中国高等学校体育連盟 島根県高等学校体育連盟  
 
後  援     島根県教育委員会 （公財）島根県スポーツ協会   
 
主  管    中国高等学校体育連盟ローイング専門部 島根県高等学校体育連盟ローイング専門部 島根県ローイング協会 
 
1  期  日  令和８年１０月１０日（土）～１０月１１日（日） 
 
2  場  所   島根県雲南市・奥出雲町 さくらおろち湖ボートコース 

 
3  種  目   男女 舵手つきクォドルプル（４×＋） ダブルスカル（２×） シングルスカル（１×） 
 
4  競漕方法  日本ローイング協会競漕規則に準ずる。 
 
5  選考方法  男女とも３位以上に全国高等学校選抜ローイング大会の出場権を与える。 
           
6  参加資格 （１）日本ローイング協会登録選手であること。 
            （２）平成２０年（2008年）４月２日以降に生まれたもので、学校教育法第１条に規定する高等学校に在籍する生徒であること。 
        （３）全日制と定時制を併設する学校にあっては、それぞれを代表するクルーであること。 
             （４）競漕に耐えうると認定されたものであること。（出漕団体の自主管理） 
 

7  参加制限  （１）各県の代表（原則として各県予選１位）であること。 
             （２）交代要員は、４×＋は２名以内、２×は１名、１×はなしとする。 
 
8  参加申込  （１）エクセルファイルにてデータを下記まで送信すること。（プログラム掲載で使用します） 

申込期限 （校長印不要） 令和８年１０月５日（月）必着 
 

（２）必要事項を記入した申込用紙（校長印押印）と、送金内訳書を下記に郵送、またはＰＤＦ（カラー）にてデータを送信するこ
と。※郵送かＰＤＦファイルのどちらか１つでかまいません。オールを別送する場合は必ず明記のこと。 
正式申込用紙提出期限 （校長印必要） 令和８年１０月８日（木）必着 

 

   

〒690-0823 島根県松江市西川津町 510 島根県立松江東高等学校 佐藤 秀人 宛 

TEL  0852-27-3700 FAX 0852-27-2703  E-mail  shimane.hsrowing@gmail.com 

              
9  参 加 料  各種目１クルーにつき ４×＋ １６，０００円  ２× １２，０００円  １× ２，５００円 

              下記口座に令和８年１０月８日（木）までに振り込むこと。 
 

 

山陰合同銀行  江津支店  口座番号 普通 3642683   

島根県高体連ローイング専門部 部長 吉岡 淳（ﾖｼｵｶ ﾏｺﾄ）  

 

 
10 宿  泊   宿泊につきましては、恐れ入りますが、各校でお手配お願いします。別紙に旅館の一覧を載せております。 
          見つからない場合は松江旅館ホテル組合にご相談ください。0852-22-0020                        
 
11 ﾚｰﾝ抽選  組み合わせ抽選会は、島根県高体連ローイング専門部にて行う。 
 

12 日  程   １０月１０日（土）  ９：００～１６：００ 配艇練習（さくらおろち湖ボートコース） 
           開会式・代表者会議 １３：００より さくらおろち湖艇庫会議室 ※各クルー代表者１名参加ください。 
          大会前に配布する、テクニカルハンドブックを熟読願います。 
             １０月１１日（日）   １０：００～１１：３０ 競漕（表彰は最終レース終了３０分後に本部で行う） 
                                 
13 配艇練習  令和８年１０月１０日（土）に９：００～１６：００の時間帯で各校３時間程度行う。 
               
14 ｵｰﾙ輸送  送り先 8.参加申込の住所へ送ってください。（送る場合は上記担当者へ連絡してください。） 

  ※令和８年１０月８日(木)までに到着するように取り計らうこと。 
 
15 連絡事項 （１）前年度優勝校（４×＋鳥取東、岡山東商 ２×鳥取城北、松江東 １×宮島工業、岡山東商）はトロフィーを１０日に 

    持参すること。当該校が参加しない場合は、各県ローイング専門部委員長が持参あるいは送付する。 
 （２）クラッチアセンブリとナットは各自持参すること。 
 （３）コックスの計量は、発艇時刻の２時間前から行う。 
 （４）バウナンバープレートは主催者側で準備する。 
 （５）舵手の性別は問わない。 
 （６）競漕日程については、競漕委員会で協議の結果変更することがある。 
 （７）配艇する艇は、桑野造船製の新規格艇を使用する。 

 （８）規格艇に限り自艇参加を認める。ただし、艇の運搬については各学校で責任をもつこと。 
    ※自艇の場合は上記担当者へ必ず連絡してください。 
 （９）艇を固定するためのベルト２本、ウエス２枚を準備すること。ベルトがない場合は貸し出すが、数に限りがある。 


